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概要– 社会課題解決のための，複数ドメインのシミュレータを連携して動作させる融合シミュレータを提案する．
本融合シミュレータは，各ドメインのシミュレータ間で直接データを共有するのでなく，ドメインを横断する人
やモノなどのエンティティに連携ロジックをもたせ，エンティティが主導して各シミュレータを連携させること
で，シミュレータ間の結合を疎に保ち，シミュレータの柔軟な追加や削除を可能にする．本融合シミュレータの
有用性を確認するため，電動スクーター事業者を題材としたシミュレーションの実装を行った．

キーワード: 社会課題，連成解析，シミュレーション

1 はじめに
多様なステークホルダーが存在する複雑な社会課題
解決のため，社会における人やモノ，コトをデジタル
化し，施策への反応を含めて振舞いをモデリングして
シミュレートすることで，複数のドメインや観点にも
とづく施策を生み出して検証し，社会に継続して働き
かけ続ける仕組み，ソーシャルデジタルツイン（Social
Digital Twin: SDT）の開発に取り組んでいる．1)

2 社会課題解決のためのシミュレータの要
件と課題

社会課題解決に有用な施策を導くには，交通や環境，
エネルギーなどのさまざまな分野の観点から，網羅的
にシミュレーションを行い問題がないか検証すること
が必要である．従来，ドメイン横断的なシミュレーショ
ンを行う場合，既存の各ドメインのシミュレータ同士
で密に情報を交換して連携する連成解析と呼ばれる手
法が用いられる．しかし，社会課題におけるシミュレー
ションは，さまざまな施策を網羅的にシミュレーショ
ンして傾向を掴む必要がある．密にシミュレータが連
携する従来の連成解析では，それぞれの施策ごとに連
携の記述を行う手間が大きい．
そこで，SDT技術開発の一環として，社会課題のシ
ミュレーションを行うための，柔軟にシミュレータを
組合せ可能な融合シミュレータの開発を行う．
3 マルチドメイン融合シミュレータの開発
開発したマルチドメイン融合シミュレータの構成を

Fig. 1に示す．本シミュレータは，各ドメインのシミュ
レータ（ドメインシミュレータ）と，それらを横断す
る「複数ドメインに横断して存在する人やモノ」であ
るエンティティとが交互に動作することで，全体のシ
ミュレーションが進行する．
本シミュレータの特徴は，各ドメインのシミュレー
タを直接連携させるのでなく，エンティティを介して
間接的に連携させる点である．これらエンティティは，
単に各シミュレータで共通に利用されるデータという
だけでなく，エンティティ自体が各シミュレータと連携
する方法をロジックとして内包する．これにより，ド
メイン内の相互作用とドメイン間の連携を別々に扱え
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Fig. 1: 融合シミュレータの構成，および動作例
るようになる．シミュレーションの記述が整理される
だけでなく，シミュレータ同士の結合を疎にでき，シ
ミュレータの柔軟な追加や削除が可能となる．
4 実装
本構成に沿って融合シミュレータを開発し，シミュ
レーションの例として，イギリスの交通事業者向けの
施策評価を題材に，人と電動スクーターを介して交通
シミュレータと電動スクーターの予約・貸し出しシミュ
レータが連携するシミュレーションを作成した．融合
シミュレータの動作から，人の動きを介して間接的に
シミュレータが連携する様子や，人の行動変化による
影響を観察できた．
5 おわりに
ドメインを横断する融合シミュレータの特徴と構成
について述べた．今後は従来の連成解析手法との実行
負荷や精度の比較，およびさまざまなユースケースへ
の適用を行っていく．
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